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日本の株価は急爆騰貴！  物価は急騰！  

庶民のくらしはアップ・アップ 

  高市さん 日本経済・暮らしは悲鳴を上げています。 
 

トランプ大統領とイスラエルのネタニヤ

フ首相が始めたイラン戦争のとばっちりで

世界中が大迷惑しています。湾岸諸国産出

の石油は燃料として多くの輸送機関に使わ

れています。さらに石油由来の製品は工業

製品、農業資材や肥料、建築資材、医療用資

材など多くの分野に渡り、生活に欠かせな

いものになっています。高市首相は事ある

ごとに石油は「十分な備蓄があるから心配

しないで」と言っていますが、生活の現場 

では生活必需品の欠品が続き、追い討ちを

かけて多くの商品が値上がりしています。 

 

   高市さん 人権と民主主義が危機に瀕しています！ 
 

国会では数を頼みとする高市政権（自民・

維新）が、次々と民主主義と人権を省みな

い悪法を通過させています。国民にとって

はどれも危険な法案です。マスメディアは

自民党や維新の会に恫喝され、大企業の広

告・宣伝が削られるなどの見えない脅しに

萎縮し、自身にも跳ね返る悪法でも真実の

報道を極力控えているように見えます。 
 

    高市さん「丁寧な説明」は聞いていませんよ！ 

 
高市首相は悪法を国会に提出するたびに

「丁寧に説明する」と言います。緊急事態

法案、衆院の定数削減、男系天皇制維持方

策、武器輸出、国家情報局の設置法、予備自

衛官、国旗損壊罪法など、民主主義や人権

を蹂躙、否定する悪法を提出するたびに「丁

寧に説明する」とにこやかに言いました。 

 これらの悪法の内容説明にどれだけの時

間をかけたのでしょうか。どこで「丁寧に

説明」しているのでしょうか。 

折しもテレビはＮＨＫも民放もワールド

カップサッカーで大騒ぎでした。スポーツ

報道、でなければラーメン、蕎麦、グルメ、

旅行、歌番組、バライティーなどばかりで、

人権・民主主義などに関わるニュースには

申し訳程度の時間を割いているだけです。 

 こんな日本でいいのでしょうか？ いつ

の間にか中国やロシア、北朝鮮と戦争をす

る体制になりつつあります。戦争で死ぬの

は庶民や兵士です。近代以後、政権や軍隊

の幹部が前線で戦うことはありません。死

ぬのは国民！   

（天王台後援会会長 中村良雄）



 

 

我孫子市６月議会で リサイクルセンター予算決定  

リサイクルセンター設計・建設工事          １１７億５３６１万円 
リサイクルセンター運営・維持管理用務委託    ９１億 ８００万円 

               （賛成１８、反対 4、欠席１） 

             日本共産党の船橋議員は、当初の計画（令和４年 47億円）を大きく超えるリサ

イクルセンターについては、再考すべきとの立場から反対しました。岩

井議員は病気のため欠席しました。 

 ６月議会船橋まさる議員の質問 

◎環境行政―谷津ミユージアムについて…見学者の利用するトイレの整備 
  ◎都市行政－ 市内建築土木新設工事の状況について…アスベストや工事の遅れ 

  ◎平和社会の推進― 平和都市宣言にふさわしい取り組み 

…広島へ修学旅行、九条の碑建立、８月６、８日を登校日に 
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 ６月市議会を傍聴して 

 船橋議員は長崎出身なので、平和への願いがとても強く出さ

れた質問でした。 

市側の答弁は、新しいものを考えるような前向きのものでは

ありませんでしたが、平和都市宣言にふさわしい取り組みを今

後も続ける姿勢は見られました。九条の碑については、市民の

運動が大事だと思いました。 

市議会のようすは市議会のホームページから見られます。      

（天王台 中川美保子） 
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物価高に思う 

 



 

 

このごろ気になること 
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    あびこ診療所「休止」 

６月１日より当面の間休止になりました。地域の皆さんの力

で作られた診療所がなくなるのは残念です。「あびこ医療と健

康友の会」は今後も活動を継続します。 

 

税金です 

消費税が国の予算の約３３%で一番多い。物価

が上がれば、国の予算も増えるわけ。 

でも、国民はつらい。本当に社会保障に使われる

の？ 医療費削減。病院の経営難が聞こえてきま

す。 

 

高市政権のことです 

支持率が高いのですが、本当ですか？ 生活が

良くなりましたか？ 

アメリカの言うなりで、軍事費がどんどん増えて

います。太平洋戦争の時の軍事費は、国家予算の

８割だったとか聞きました。このまま続くのでし

ょうか。 

 

沖縄のことです 

沖縄の辺野古の海で、修学旅行生が亡くなったこ

とで、文科省が平和教育に口出しを始めたこと。高

校に直接調査に入ったとか。これって今までないこ

とです。ほかにも学校の事故があっても、文科省が

直接調査したことありましたか？ 

憲法を変えるのはいやです 

憲法を変える事に国会議員のほとんどが賛成

しているようです。緊急事態法や国民投票法がよ

くわからないうちに決まってしまうのですか？ 

困ります。 

 

 

積極経済で、国民は豊かになるの？ 

赤字国債を発行して、大企業や軍需産業が潤って

いるのですが、国民に回ってくるのでしょうか？金

利が上がって、ローンを組んでいる人は返金が大変

になってくるのではないかしら。 

 

中国と戦争するのでしょうか？ 

敵基地攻撃ミサイルを配置したり、「台湾有事」発

言を取り消さないままで、中国との関係がどんどん

悪くなっています。 

輸入を頼ってきた相手国なのに、大丈夫なの？売

ってくれなくなったら、食料自給率の低い日本は、

国民が餓死します。 

人口も、GDPも違うのに心配。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１８回あびこ平和フェスティバル開催 

                NO WAR 戦争はイヤです 
         日時  ８月22 日（土）(１４時〜１８時)  ２３日（日）(９時〜１６時) 

  場所 我孫子市民プラザ・ホール（あびこショッピングプラザ３階） 

主な内容   講演 （参加費 無料） 

2２日１５時〜 「戦争と建設労働者」  赤羽根伸一さん  

2３日１０時〜 「啄木から受け継ぐもの」 碓田のぼるさん  

１４時〜「いま憲法が危ない」   五十嵐仁さん   

           22日 14時〜平和のうたごえ ；オリオンの皆さん  

           22日 16時〜映画；「米軍が最も恐れた男」  

           23日 10時〜アニメ映画；「ぞう列車がやってきた」親子で見る会  

                23日 13時〜原水爆禁止大会報告とお話し「平和への願いを込めて」  

  その他  ◎平和関連の展示  ◎広島・長崎の原爆写真  ◎高校生の絵画 

◎短歌創作教室・歌会 ◎DVD上映  ◎資料展示。                     

主催 あびこ平和フェスティバル実行委員会 連絡先 中村良雄 090-3964-3111 

後援 我孫子市 我孫子市教育委員会 

                    

日本共産党天王台後援会     

つどいのおさそい 
高市政権で成立している法律で私たちの生活はどう変わるのでしょう？ 

憲法を変えようとしているし、軍事費はうなぎのぼりです。 

不安で、もやもやしている気持ち、おしゃべりしませんか？ 
 

   よびかけ人 天王台後援会会長 中村良雄 

日時 ７月２６日（日）14 時～16 時 

場所 中川宅 （天王台 1－10－15） 

   連絡先 （04-7182ー1615）        

参加費無料 
 


